
第 5学年 算数科 学習構想案（御所浦小版略案） 

日 時 令和７年 １月１０日（金）第５校時  

場 所  ５年教室   指導者 教諭 片岡 朋也        

１ 単元構想 

 

単元名 角柱と円柱（啓林館 p２１８～p２２５） 

単元の 
目標 

（１） （知識・技能）  
角柱や円柱の意味やその特徴について理解し、角柱や円柱の見取図・展開図をかく
ことができる。                        

（２） （思考力・判断力・表現力） 
立体図形の構成要素に着目し、角柱や円柱の特徴や見取図・展開図のかき方を考
えている。 

（３） （主体的に学習に取り組む態度） 
角柱や円柱の考察に進んで関わり、ふりかえりを通して立体図形の構成要素や展開
図を組み立てたときに重なる点や辺に着目することのよさに気づき、生活や学習にい
かそうとしている。 

単元終了時の児童の姿（単元のゴールの姿・期待される姿） 

角柱や円柱について観察を通して、分類や意味を理解し、見取り図や展開図をかくことを意識しながら構成要
素を調べることで立体図形の理解を深め、生活や学習に生かそうとしている児童 

単元を通した学習課題（単元の中心的な学習課
題）     

本単元で働かせる見方・考え方 

6 年生に日頃の感謝を伝えるために、オリジナルの
プレゼント BOX を作ろう。 

角柱や円柱の構成要素である面や辺、および位置関係
などに着目し、見取り図や展開図をかくこと 

指導計画と評価計画（ ６時間取扱い  本時  ２／６ ） 

過
程 

時間 学習活動 
評価の観点等 

★は記録に残す評価の場面で 
「具体の評価基準」 

ＩＣＴ 
活
用
計
画 

単元のデ
ザイン 
教師（T）主

体 

児童（C） 

主体 

一 

１ 

〇4 年「直方体と立方体」の既習事
項についてふりかえり、形当てゲー
ムを通して角柱と円柱、また底面、
側面、曲面について知り、学習課題
を提示する。 

★【態】角柱や円柱に関心をもち、見
通しを立てて取り組もうとしてい
る。（発言・観察） 

Fig 
jam T→C 

２ 
(本
時) 

○いろいろな角柱、円柱について見
取図や展開図をかくということを意
識しながら、底面や側面の形、数、
位置関係について調べ、角柱、円
柱について理解する。 

★【思】構成要素の位置関係に着目
して、角柱や円柱について調べて
いる。（タブレット・発言・観察） 

Fig 
jam T→C 

二 

３ 
○見取り図・展開図について角柱及
び円柱について、どちらから取り組
むのか、単元を通した学習課題と
関連させて、自分たちで学習を進
める。 

★【思】辺や点の重なりや面の位置
関係に着目して角柱の展開図の
かき方を考えている。（タブレット・
発言・観察） 

★【思】重なりに着目して側面の長
方形の横の長さと底面の円周の
関係に気づき、円柱の展開図のか
き方を考えている。（タブレット・発
言・観察） 
★【知】角柱や円柱の見取り図・展
開図をかくことができる。（タブレッ
ト・発言・観察） 

Fig 
jam 
 
 

 

 

 

C 
 

４ 

５ 

三 ６ 

○自分たちで学習したことを共有し、
習熟問題に取り組み、単元のふり
かえりを行う。 

★【態】既習事項についてふりかえ
り、日常生活と関係づけて、自分の
学んだことを振り返ろうとしてい
る。 

Fig 
jam T→C 



２ 指導に当たっての留意点(視点①主体的・対話的で深い学びを生む授業づくりとの関連から) 
 

単元デザインの工夫（単元構成、発問の工夫、身に付けさせたい力やゴールの明確化、学習の個性化を図る単元デザイン） 

〇本単元では、角柱や円柱がどのような要素で構成されているのか、また、それらを構成する面・辺・頂点の 

つながりや関係性について調べることを通じて、立体図形の理解を深めていく。学習課題として「オリジナル 

のプレゼント BOXを作ろう」を設定し、円柱や角柱の見取図や展開図をどのようにかけばよいのかを考える中 

で、図形を分析する視点を養う。子どもたちは、自分で選んだ形をもとに学習を進めながら、分析した内容を 

見取図や展開図に反映させ、それぞれの場面で図形の特性を理解していくようにする。 

導入・展開・終末の工夫 

〇導入では、既習事項である「直方体と立方体」を想起させ、形あてゲームを通じて角柱と円柱に出会わせ、
両者の違いを区別する。その後、学習課題を提示し、児童が単元を通して学習意欲を高められるようにする。 

授業では、教師主体の学びや、児童に見通しをもたせた学びの場面、児童主体で進める学びの場面をバランス
よく取り入れる。特に、見取図や展開図をかく場面では、図形を分析して得た見方や考え方を活用しながら取
り組めるようにする。終末では、自由進度で進めた学習内容を互いに共有し合うことで、児童同士の学び合い
を促進し、理解を深めるようにする。 

教科の見方・考え方を働かせる ICT活用・児童の考えを可視化・共有化する ICT の活用 

〇学習は Figjam を活用して、常に他者参照を行うことができるようにする。Figjam には課題と予想、学習の
めあて、考えたこと、分かったこと、学び方の振り返りをかき、一枚にまとめる。（下記参照） 

〇角柱や円柱を調べる学習では、実物やタブレットを使いながら、様々な角度から図形を観察することができ
るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童が使用する figjam 



３ 本時の学習（２／６時間） 

（１） 目標 底面や側面の形、それらの位置関係を調べることを通して、角柱や円柱について理解する。 

 

（２）展開  黄色・・・個別最適な学び 青色・・・協働的な学び 

過
程 

時
間 

学習活動 
（◇予想される児童の発言 

◎教師の発問） 

指導上の留意事項 
（学習活動の目的・意図，内容，方法等） 

準備物 
（ＩＣ
Ｔ活
用） 

 

導 

入 

５
分 

１．ふりかえりをし、課題を立てる。 
◎前時のふりかえりをしましょう。 
◇前回は円柱や角柱のことを知って、展開図をか
こうとしたけどかけなかったね。 
②問題を提示する。 
 
 

学びに向かわせる導入の工夫（天１） 
〇展開図をかくことができなかったことを
想起させ、展開図をかくためにという視
点をもち本時を取り組めるようにする。
また、学習課題に6年生にむけてという
意識ももち、意欲を高める。 

デジタ
ル教科
か 
 
Figjam 
 

展 

開 

30
分 

 
２．図形を提示し、図形を観察する視点を児童 
と共有し、本時の学習の流れを確認する。 

◎これらの視点をもとに、どの図形からでもい 
いので観察しましょう。 
・底面や側面、曲面の形や位置関係について 
・側面・頂点・辺の数について 
 
３．予想と学び方のめあてを立てて、課題の解 
決をおこなう。 
◎自分の学び方で角柱や円柱を観察しましょ
う。 

 ◇今日考える図形の中に、私が作りたい形と 
似ている物があるから、観察してみよう。 

 ◇○○さんは円柱をするんだね、一緒にやっ 
てみよう。 
 

 ◎観察して分かったことを交流を通して、深めま 
しょう。 

  ◇底面の形が合同な形で平行になっているのが
分かった。 

  ◇側面の形と数が分かったから、展開図を書くと
きに使えそうだよ。 

  ◇側面は底面に垂直になっているんだね。 
 
 
 

 
 
〇Figjam を活用して、児童の観察する視点
と学習の流れ、児童の考えたことを常に
参照できるようにする。 
課題解決に向けた見通しを持つ手立て 
〇角柱や円柱の観察の際に、どのように観 
察すればよいのか見通しをもてない児
童については、初めは教師と一緒にする
ようにする。 

〇展開図をかく際に重要な要素をおさえる 
ためにも、頂点の数や辺の数を調べるこ
とは底面や側面の形、位置関係、数をお
さえたあとで行う。もし時間足りないの
であれば、続きを家庭学習で行い、次時
の学習で確認することとする。 

主体的に学びを進める展開の工夫（天２） 
〇自分が考えた学び方で学習を進める。学
習課題を提示したときに考えた自分が作
成してみたい図形と関連させて、主体的
に学びを進められるようにする。   

 
 
個に応じた支援 
〇教師はFigjamで、児童の活動の状況を把
握する。考え方に行き詰まっている場合
には、手立てや友だちと協力するように
促す。 
目標に達しない児童への手立て 
○全体で角柱や円柱の構成要素について、
気づいたことを共有し、底面の形が合同
なこと平行なことについてはおさえる。 

デジタ
ル教材 
 
Figjam 
 
 

終
末 

10
分 

4.ふりかえりをする。  
 
〇今日の学習で分かったこと、自分の学びをふり
かりましょう。 

◇今日は図形の構成について考えて、はじめはど
んな構成になっているのか分からなかったけ
ど、友達と協力して底面や側面のことを調べて
底面の形が合同になっていること、側面の形は
長方形や正方形になっていることがわかりま
した。次は展開図をかくと思うので、今日の学
習を使って展開図をかきたいです。 

学びを実感し、次につなげる終末の工夫（天３） 

○展開図をかくということを意識して、学
習を振り返るようにする。次時の作図に
つなげるためにも、本時に学んでことで
どんなことが使えそうなのかを明確にす
る。 

 

 
 

【学習課題】角柱や円柱はどのようなつくりになっているだろうか。 

 

【具体の評価規準】観点 
【思】構成要素の位置関係に着目して、角柱
や円柱について調べている。（タブレット）
（方法：タブレット・発言） 

【期待される学びの姿】 

児童が展開図をかくことを意識しながら、図
形を観察することで角柱や円柱の構成要素の
理解を深めている。 

【まとめ】角柱も円柱も、2つの底面は平行で合同になっている。（児童の言葉から） 

教科の見方・考え方を働かせる ICT 活用 

児童の考えを可視化・共有化する ICT 活用 



 

４ 板書計画  

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

か 角柱や円柱はどのようなつくりに

なっているのか。 

ま 角柱も円柱も、２つの底面は

平行で合同になっている。 

見る視点       

底面 

側面 

曲面 

形 

種類 大きさ 

位置関係 

数 

頂点 

辺 

垂直 平行  

⇒表を見て 

比べる 


